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研究成果の概要（和文）：認知症の行動変化を測定するための心理尺度（HSS）を開発し、アルツハイマー病、
行動異常型前頭側頭型認知症、原発性緩徐進行性失語症を対象に実施した。尺度は、介護者に対して発症前の状
態と発症後の状態の２種類の項目の質問を行い、その変化（差分）によって発症後の変化を捉えるものである。
実施の結果、多くの認知症患者において、発症後に感覚の過敏性が生じていることが明らかとなった。また意味
性認知症においては、視空間機能の亢進が生じることが確認された。またより重度の認知症患者を対象に、視線
による機能評価を行った。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to systematically identify behavioural changes in three 
types of dementia: Alzheimer’s disease (AD) , behavioral-variant frontotemporal dementia (bvFTD) 
and primary progressive aphasia(PPA). Caregivers of patients with dementia participated in the 
study. Caregivers rated the presence and frequency of positive and negative behavior changes after 
the onset of dementia using the newly developed scales namely Hypersensory and Social/Emotional 
Scale (HSS) questionnaire, focusing on three domains: sensory processing, cognitive skills, and 
social/emotional processing. Differences across scores and ratios of increased and decreased 
behaviors were analyzed. After disease onset, significant changes in the sensory processing domain 
were observed across disease severity levels. In addition to the questionnaire study, the eye 
tracking system was used to collect residual function of severely demented subjects and confirmed 
its potential benefit. 

研究分野： 臨床神経心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの認知症についての基礎研究の多くは、認知機能の低下に焦点が当てられてきたが、本研究は認知症に
おける残存機能や亢進する機能にも焦点を当てている点を特徴としている。調査の結果、認知症の多くの患者に
おいて感覚の過敏性を示すことが確認されたが、このことを周囲が理解することによって、認知症における周辺
症状（BPSD）の低減に寄与することと思われる。また、自発的な表出が困難な認知症においても、視線を通じて
残存機能の把握ができる可能性が見いだされたことから、このような理解が進むことによって、将来的には、認
知症当事者の見直しにもつながることと思われる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 認知症高齢者の増加は社会的な問題となっているが、その理由としては、認知症が医療の問
題だけに留まらず、家族や地域社会、あるいは日本経済に対しても大きな負担となるからであ
る。さらに、認知症はいまだ根本的な治療が困難な疾患であり、そのため、現時点では認知症
高齢者の対応にあたってはケア（介護）が重要な役割を担っている。認知症の治療法の開発に
は相当の時間がかかることが予想されることからも、引き続きケアの充実が重要と思われる。
最近の認知症患者に対するケアは、認知症当事者の視点の重要性が認識されているが、このよ
うなケアに共通することは、本人の内的体験を重視する点にある。しかし、認知症の患者には
病識（自分の状態を認識する能力）の低下や表出手段の障害（失語症・失行症・自発性低下）
があるため、内的体験を自ら報告することは困難であり、その理解にあたっては、介護者の主
観や力量に任された部分が少なくなく、これまでのところ意志の表出が困難な認知症患者の内
的体験を定量的・客観的に把握することはなされていない。 
 研究代表者は、認知症患者や脳損傷患者の“残された能力”を見いだすことを中心に研究を
実施し、視覚認知機能が著しく低下した認知症患者でも自身の移動やボール・ゲームであれば
容易に楽しめたり（European Neurology 59, 152-158, 2008）、言語能力が著しく低下した認知
症患者でも描画や図形認知が可能であったり、時には向上することがある点などである
（European Neurology 60, 224-229, 2008）。このような残存能力という視点からの認知症患者
の理解は、介護現場などでは経験的に知られていたが、神経画像所見や結果の定量的な解析を
融合させるような神経心理学からのアプローチは、本邦のみならず海外においても稀である。
また、上記の様な行動がどのような頻度で生じ、進行とともにどのように変化するのか、また
どのようなタイプの認知症で生じるのかも明らかではなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、認知症患者の残された能力や主観について、（１）その介護者に対する質問紙調
査や、（２）直接的な実験心理学的手法を通じて明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）研究協力者の Neuroscience Research Australia （NeuRA）の Olivier Piguet 准教授（現、
シドニー大学・教授）と共同で、認知症の介護者を対象にした心理尺度（HSS（The Hypersensory 
and Social/Emotional Scale）を開発し、認知症発症後の行動変化の定量化を試みた。この尺
度は 185 名の各種認知症をもとに作成され、介護者に対して発症前の状態と発症後の状態の２
種類の項目の質問を行い、その変化（差分）によって発症後の変化を捉えた。尺度は 3つの領
域（感覚機能、認知機能、社会・情動機能）と６種類の要素（感覚過敏、細部への過敏、言語
関連活動、視空間活動、音楽活動、社会的態度）から構成され、それぞれの要素の得点変化に
よって、発症後の行動の増減を表す。これをアルツハイマー病と前頭側頭型認知症、および緩
徐進行性失語症の介助者に対して実施した。 
（２）研究協力者の川合圭成氏（小山田温泉記念病院 神経内科）と共同で、重度の認知症患者
を対象に、視線を用いた認知機能評価を行った。ベッドに寝たきりで意思の明確な表出が困難
な認知症患者（GDS 7）に対して、Tobii Pro グラス 2 を装着してもらい、自然環境のなかで
視線データを取得することが可能か、また複数の人物が登場した時に視線の変化が見られるか、
視覚刺激を提示した時に視線から認知機能を評価することが可能か検討を行った。 
 
４．研究成果 
（１a）若年性認知症として一般的な
アルツハイマー病（Alzheimer’s 
disease; AD）（32名）と行動型前頭側
頭型認知症（behavioural variant 
frontotemporal dementia; bvFTD）（31
名）を対象に、認知症の症状の程度
（CDR 0.5, 1, 2）で比較したところ、
両疾患ともに認知症と診断されたあ
とに周囲の光や音に対する過敏性が
増す「感覚過敏」（Hypersensitivity）
の上昇が著しいことが明らかとなっ
た（図１）。また認知症が進行した状
態においても、絵画やパズルなどの活
動（視空間活動）や、歌ったり音楽を
聴く活動（音楽活動）、他者を助けよ
うとしたり周囲の人びとに愛情を示
す態度（社会的態度）の上昇を示す人
びとが一定数存在することが明らか
になった（Journal of Alzheimer's 
Disease 54, 549-558, 2016）。「感覚



の過敏」が発
症により著し
くなることか
ら想定される
のは、認知症
の 当 事 者 の
方々が周囲の
環 境 の 変 化
（ちょっとし
た騒音など）
を不快に感じ
ている可能性
が想定される。
そこで周囲の
人びとが、感覚の過敏性を配慮した介護等を行うことで、当事者の方々が示すネガティブな態
度（いわゆる周辺症状/BPSD）が減少し、介護負担の軽減にもつながることが期待される。また
認知症の一部であっても発症後に能力や活動性が上昇している事例が認められることは、たと
え認知症を発症しても様々な活動に参加し、継続できる可能性を当事者が持っていることを示
唆する。 
 
（１b）言語症状によって発症する認知症である原発性進行性失語症（primary progressive 
aphasia）を 3群に分け、非流暢性原発性進行性失語（nonfluent/agrammatic variant of primary 
progressive aphasia；nfvPPA）12 名、意味性原発性進行性失語（semantic variant of primary 
progressive aphasia; svPPA）22 名、ロゴペニック型原発性進行性失語（logopenic variant of 
primary progressive aphasia; lvPPA）14 名を認知症の症状の程度によって 2群（CDR 0.5/ 1,2）
に分けて比較したところ、失
語症のタイプによって因子
ごとのパターンが異なるこ
とが明らかとなり、加えて
「 感 覚 過 敏
（Hypersensitivity）」が全
てのタイプにおいて上昇す
ることが確認された（図２）。
また意味性認知症の患者で
は、視空間機能が発症後に有
意な亢進が認められた（図３）
（Dementia and Geriatric 
Cognitive Disorders 44, 
119-128, 2017）。 
 
（２）8名の重度の認知症患
者を対象に視線計測を実施
したところ、3名の患者にお
いて計測が可能であった。実
際の人物を 2 名対提示する
と人物や性別に対する選好
が確認され、1 名では PC モ
ニター上の人物を見比べる
行動も確認された。 
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